
 

 

 

 

 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 
境
内
の
桜
も
い
つ
し
か
散
り

つ
く
し
葉
桜
（
は
ざ
く
ら
）
と
な
り
、
御
神
殿
（
ご
し

ん
で
ん
）
東
側
の
藤
も
、
う
す
む
ら
さ
き
の
花
が
咲
き

始
め
、
春
も
半
ば
を
む
か
え
ま
し
た
。 

徒
然
草
（
つ

れ
づ
れ
ぐ
さ
）
に
、「
四
季
（
し
き
）
は
定
（
さ
だ
）
ま

れ
る
序
（
つ
い
で
）
あ
り 

死
期
（
し
ご
）
は
序
（
つ

い
で
）
を
待
（
ま
）
た
ず
」
と
認
（
し
た
た
）
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

折
節
（
お
り
ふ
し
、
季
節
の
こ
と
で
す
）

は
、
い
つ
も
か
わ
り
な
く
移
ろ
う
の
で
す
が
、
老
い
た

る
と
若
き
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
思
い
が
け
な
く
不
意

（
ふ
い
）
に
や
っ
て
く
る
の
が
、
人
の
死
で
あ
り
、
命

の
は
か
な
さ
を
説
（
と
）
い
て
い
る
の
で
す
。 

し
た

が
い
ま
し
て
、
そ
の
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
さ
せ
て
頂

け
る
、
今
あ
る
命
に
感
謝
を
申
し
上
げ
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。 

 

平
成
十
八
年
六
月
、
宮
司
就
任
一
年
を

期
（
き
）
し
て
、
一
念
発
起
（
い
ち
ね
ん
ほ
っ
き
）
し

て
発
行
を
始
め
た
宮
司
プ
レ
ス
、
と
う
と
う
、
平
成
最

後
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。 

「
一
月
に
一
号
の
発
行
」

と
い
う
大
目
標
を
翻
（
ひ
る
が
え
）
し
ま
し
た
が
、
初

志
貫
徹
（
し
ょ
し
か
ん
て
つ
）
の
達
成
が
叶
え
ら
れ
な

い
状
況
の
継
続
を
余
儀
（
よ
ぎ
）
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。 

つ
い
に
遅
れ
の
累
積
は
、
十
二
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。 

 

     

お
待
た
せ
し
ま
し
た
、
宮
司
プ
レ
ス
第
百
四
十
三
号
の

発
行
で
す
。 

◇
昨
年
は
、
今
上
陛
下
（
き
ん
じ
ょ
う
へ
い
か
）
が
、

御
即
位
（
ご
そ
く
い
）
さ
れ
て
よ
り
三
十
年
と
い
う
佳

節
（
か
せ
つ
）
を
迎
え
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
十
日
後

に
は
、
二
百
年
ぶ
り
と
な
る
御
譲
位
（
ご
じ
ょ
う
い
）

で
、
い
よ
い
よ
改
元
（
か
い
げ
ん
）
で
す
。 

御
代
替

（
み
よ
が
わ
）
り
が
行
わ
れ
、
新
し
い
御
代
（
み
よ
）

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

私
事
（
わ
た
く
し
ご

と
）
で
、
恐
縮
至
極
（
き
ょ
う
し
ゅ
く
し
ご
く
）
で
は

あ
り
ま
す
が
、
当
宮
（
と
う
ぐ
う
）
に
奉
職
（
ほ
う
し

ょ
く
）
致
し
ま
し
た
の
は
、
平
成
元
年
春
弥
生
（
は
る

や
よ
い
）、
三
月
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

 

し
た
が
い

ま
し
て
、
恐
（
お
そ
）
れ
多
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

私
の
彦
島
で
の
歩
み
は
、
神
様
か
ら
与
え
ら
れ
た
「
天

（
て
ん
）
の
時
（
と
き
）」
で
あ
る
時
間
を
、
今
上
陛
下

と
共
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

感
慨
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。 

◇
こ
の
平
成
の
三
十
年
間
は
、
経
済
的
に
は
、
か
ん
ば 

し
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

特
に
、
平
成
三
年
か
ら 

の
二
十
年
間
は
長
期
に
わ
た
り
、
経
済
の
停
滞
（
て
い 

た
い
）
を
余
儀
（
よ
ぎ
）
な
く
さ
れ
、「
失
わ
れ
た
二
十 

年
」、
さ
ら
に
、
デ
フ
レ
に
も
悩
ま
さ
れ
続
け
ま
し
た
。 

平
成
元
年
の
日
本
の
国
内
総
生
産
（
こ
く
な
い
そ
う
せ 

い
さ
ん
、
い
わ
ゆ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
約
半 

分
、
中
国
の
六
倍
以
上
も
あ
り
ま
し
た
。 

俄
（
に
わ 

か
）
に
は
信
じ
が
た
い
の
で
す
が
、
現
在
は
、
ア
メ
リ 

カ
の
四
分
の
一
、
中
国
と
く
ら
べ
て
み
る
と
、
な
ん
と
、 

四
割
弱
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。 

し
か
も
、
阪
神
淡
路
大
震 

災
や
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
な
ど
の
「
神
も
仏
も 

な
い
よ
う
な
自
然
災
害
」
や
シ
ビ
ア
・
ア
ク
シ
デ
ン
ト 

と
い
わ
れ
る
、
と
て
つ
も
な
い
原
発
事
故
に
も
見
舞
わ 

れ
ま
し
た
。 

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
国
民
は 

取
り
乱
す
こ
と
も
な
く
、
そ
の
度
（
た
び
）
ご
と
に
、 

力
強
く
立
ち
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
社
会 

が
非
常
に
上
手
く
営
ま
れ
、
安
定
し
た
社
会
が
保
た
れ 

て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

そ
れ
は
、
や 

は
り
、
国
民
の
精
神
的
支
柱
（
し
ち
ゅ
う
）、
国
民
統
合 

（
と
う
ご
う
）
の
象
徴
（
し
ょ
う
ち
ょ
う
）
と
し
て
の 

天
皇
陛
下
皇
后
陛
下
の
御
存
在
（
ご
そ
ん
ざ
い
）
が
、 

大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら 

れ
ま
す
。 

 

過
日
の
御
即
位
三
十
年
の
記
念
式
典
で 

の
天
皇
陛
下
は
、「
日
々
国
の
安
寧
（
あ
ん
ね
い
）
と 

人
々
の
幸
せ
を
祈
り
、
象
徴
（
し
ょ
う
よ
う
）
と
し
て 

い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
考
え
つ
つ
過
ご
し
て
き
ま
し 

た
。」
と
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

現
行
憲
法
の 

第
一
条
で
、「
天
皇
は
、
日
本
国
と
国
民
統
合
の
象
徴｣ 

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
御 

存
在
で
、
ど
の
よ
う
な
お
姿
な
の
か
明
記
（
め
い
き
） 

 

宮
司
プ
レ
ス
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百
四
十
三
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宮
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柴
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宜
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発 
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平
成
三
十
一
年 

四
月 

二
十
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さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

天
皇
陛
下
の
皇
太
子
時
代
の
家 

庭
教
師
を
つ
と
め
ら
れ
た
元
慶
応
義
塾
塾
長
の
小
泉 

信
三
さ
ん
は
、
そ
の
陛
下
の
象
徴
と
し
て
の
お
姿
を
、 

「
モ
ラ
ル
・
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
（
道
徳
的
支
柱
）」
と
表
現 

さ
れ
ま
し
た
。 
宮
司
プ
レ
ス
百
四
十
二
号
に
、「
神
道 

と
い
う
は
人
々
日
用
の
間
に
あ
り
」
と
い
う
、
度
会
延 

佳
（
わ
た
ら
い 

の
ぶ
よ
し
）
と
い
う
神
道
家
の
言
葉 

を
掲
載
し
ま
し
た
。 

神
道
は
、
神
事
の
奉
仕
だ
け 

で
は
な
く
、
日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
に
あ
る
と
説
い
て 

い
る
の
で
す
。 

私
は
、
こ
の
神
道
を
天
皇
陛
下
皇
后 

陛
下
に
置
き
換
え
る
と
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
お
姿
が 

は
っ
き
り
と
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か 

と
思
い
ま
す
。 

「
天
皇
陛
下
皇
后
陛
下
は 

人
々
日 

用
の
間
に
お
は
し
ま
す
」、
い
う
ま
で
も
な
く
、
宮
中
祭 

祀
（
き
ゅ
う
ち
ゅ
う
さ
い
し
）
も
、
天
皇
親
政
（
て
ん 

の
う
し
ん
せ
い
）、
御
自
（
お
ん
み
ず
か
）
ら
御
奉
仕
を 

さ
れ
ま
す
が
、
常
に
国
民
と
国
民
の
暮
ら
し
に
、
お
心 

を
寄
せ
ら
れ
添
え
ら
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。
心 

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
、
御
譲
位
が
御
安
泰
（
ご
あ
ん 

た
い
）
に
執
り
行
わ
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ 

ま
す
。 

◇
仏
教
詩
人
の
坂
村
真
民
（
さ
か
む
ら 

し
ん
み
ん
） 

さ
ん
の
詩
に
、「
影
（
か
げ
）
あ
り 

仰
（
あ
お
）
げ
ば 

月
あ
り
」
と
あ
り
ま
す
。 

影
と
い
う
の
は
、
月
が
あ 

る
か
ら
見
え
る
の
で
あ
り
、
真
（
ま
）
っ
暗
闇
（
く
ら 

や
み
）
に
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

古
（
い
に
し
え
）
の 

人
は
、｢

光
（
ひ
か
り
）｣

を
「
か
げ
」
と
読
ま
せ
ま
し 

た
。 

改
元
ま
で
の
残
り
少
な
い
時
間
を
、
目
に
は
見 

え
な
い
大
き
な
力
、
日
々
の
暮
ら
し
に
光
を
当
て
て
く 

れ
る
大
自
然
の
恵
み
、
さ
ら
に
、
わ
れ
わ
れ
国
民
の
心 

に
光
を
与
え
て
頂
け
る
天
皇
皇
后
陛
下
の
御
存
在
に 

感
謝
を
し
な
が
ら
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
の
発 

行
は
、
間
違
い
な
く
新
元
号
と
な
り
ま
す
が
、
輝
か
し 

い
幕
明
け
と
な
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま 

す
。 

◇
三
月
の
祭
典
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

▼
月
次
祭 

＊
三
月
一
日
、
十
五
日 

▼
貴
布
禰
神
社
月
次
祭 

＊
三
月
一
日 

▼
南
風
泊
恵
比
須
神
社
例
祭 

＊
三
月
十
五
日 

▼
朝
粥
会 

＊
三
月
二
十
一
日 

▼
春
季
祖
霊
祭 

＊
三
月
二
十
一
日 

▼
柴
田
宮
司
神
職
身
分
二
級
上
昇
級
奉
告
祭 

 
＊
三
月
二
十
四
日 

 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◆
維
蘇
志
会
勉
強
例
会 

＊
三
月
十
五
日 

◆
敬
神
婦
人
会
監
査
会
、
役
員
会 

＊
三
月
十
六
日 

◆
奉
納
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
会
打
合
せ
＊
三
月
二
十
四
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◆
山
口
県
神
社
庁
役
員
会 
＊
三
月
二
日 

◆
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
施
設
慰
問 

＊
三
月
七
日 

※
陽
光
苑
、
梅
花
苑 

 
 

◆
下
関
市
神
社
総
代
会
、
下
関
市
敬
神
婦
人
会
役

員
会
、
支
部
神
宮
大
麻
頒
布
終
了
奉
告
祭
、
支

部
内
研
修
会 

＊
三
月
八
日 

◆
山
口
県
神
社
庁
教
学
研
究
部
研
究
大
会 

 

＊
三
月
十
四
日 

◆
山
口
県
神
社
講
演
講
師
養
成
研
修
会 

 

＊
三
月
十
四
日 

 
 

◆
天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
奉
祝
山
口
県
民

感
謝
の
集
い 

＊
三
月
十
八
日 

 
 

◆
山
口
県
神
社
庁
祭
式
研
修
会 

 
 
 

＊
三
月
二
十
六
日~

二
十
七
日 

 
 

◆
山
口
県
神
社
庁
臨
時
協
議
員
会 

 
 
 

＊
三
月
二
十
七
日 

 

▼
講
演
活
動 

 
 

◆
維
蘇
志
会
勉
強
例
会 

＊
三
月
十
五
日 

◆
神
道
会
総
会 

＊
三
月
二
十
一
日 

 

▼
教
誨
活
動
、
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー 

 
 

◆
集
合
教
誨(

女
子)  

＊
三
月
十
一
日 

 
 

◆
集
合
教
誨(

男
子)  

＊
三
月
二
十
五
日 

 

▼
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

◆
例
会 

＊
三
月
六
日
、
二
十
日 

 

▼
そ
の
他 

◆
玄
洋
中
学
校
卒
業
式 

＊
三
月
九
日 

◆
西
山
小
学
校
卒
業
式 

＊
三
月
二
十
日 

 
 

◆
下
関
市
中
央
倫
理
法
人
会
経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー 

＊
三
月
九
日 

◆
迫
町
自
治
会
組
合
長
会
議 

＊
三
月
二
十
三
日 

 
 

◆
中
部
少
年
学
院
新
院
舎
竣
工
祝
賀
会 

 

 
 

◆
下
関
消
防
団
消
防
機
庫
竣
工
祝
賀
会 

 
 
 

＊
三
月
二
十
四
日 


